
執筆動機

私が懸賞論文に応募した動機は2つあ

ります。大村ゼミは毎年懸賞論文に参加

し、今までに何人もの尊敬する先輩方が

表彰されてきました。私自身もその中の

一員になりたいと思ったのが1つ目の動機

です。2つ目は、学業面で何かの成果を

上げたかったからです。サークル活動や

アルバイトなどの学外活動だけでなく、学

生の本分である学業でも自信を持って「頑

張った」と言えるようになりたいと思って

いました。成果が目に見える形で評価さ

れる懸賞論文は、私にとって貴重な機会

でした。

論文の内容

「公募増資」とは、広く一般の投資家を

対象にして、新しい株式を発行し資金を

調達することを意味します。近年、この

公募増資が株価にどのような影響を与え

るのか、アカデミクスの世界、さらには

実務的な世界でも大きな注目を浴びてい

ます。そこで私の論文では、増資発表が

短期的に株価に与える影響とその要因、

さらには増資後の長期的視点にも立って

実証分析することで、日本企業における

公募増資の実態を把握することを試みま

した。

執筆に当たってのエピソード

自分が想定していた分析結果が得られ

ず、年末になって若干の軌道修正を余儀

なくされたときが非常に苦労しました。提

出締め切りは1月中旬であったため、正月

に実家に帰ってからも、ほとんど家にこも

って大量の文献を読みながら論文を執筆し

ていました。それでも時間が足らず、最後

は2日間ほぼ徹夜で作業をして、ようやく

完成したのは応募締め切りの当日1時間前

でした。当時は自分の計画性の無さを恨

みましたが、今となってはいい思い出です。

後輩の皆さんへのメッセージ

今この文章をお読みになっている人は、

単なる私の知り合いか、懸賞論文に興味

がある方のどちらかと思います。後者の

方は、ぜひチャレンジしてみることをお勧

めします。たとえ表彰されなかったとして

も、学生時代にひとつのことを最後まで

やり遂げたという経験は、きっと自分の

自信に繋がり、卒業後も続く長い人生の

糧になるはずです。

我が国における公募増資について：増資発表による株価への影響と長期パフォーマンス佳 作

執筆動機

私が本論文を執筆した動機は、この4

年間、とくにゼミ活動で学んだことを中

心に、自分なりに論文という形に残した

いと考えたからです。

懸賞論文については、昨年度の商学部

報の特集を読んでこの存在を知りまし

た。商学部の先生方から、私の論文を

審査していただける貴重な機会であるた

め、大学生活の最後にぜひ挑戦してみた

いと考え、執筆に励みました。

論文の内容

企業間取引を対象とした組織間管理会

計は、管理会計研究の中でも新しい領域

で、既存研究では十分な整理ができてい

るとはいえませんでした。

そこで、まず主要な先行研究について

体系的に整理を行いました。つぎに、近

年急増しているアライアンスなどの戦略

的な企業間取引に着目しました。そのう

えで、パートナー企業との戦略の策定や

計画の段階を含めたより広い「戦略マネ

ジメント」の観点から、BSC（Balanced�

Scorecard）といった組織間管理会計（手

法）の役割を考察しました。

執筆にあたってのエピソード

本論文の着想は、ゼミの合宿で学んだ

経験がベースとなっており、テーマ設定

自体は、比較的スムーズに決まりました。

しかし、実際に論文を執筆してみると、

どこでオリジナリティを出すかで大きな壁

にぶつかり、思うように進みませんでした。

その結果、提出の締切日に、提出場所に走

って向かうことになってしまったのです…。

このように苦い思い出はあったもの

の、執筆活動全体を通じて、貴重な経験

ができました。最後に、執筆にあたって

ご指導してくださった先生、有益なコメ

ントをいただいたゼミの皆様に、この場

にてお礼申し上げます。

後輩の皆さんへのメッセージ

論文の執筆活動は、地道な努力の積み

重ねであり、途中で挫折しそうになるこ

ともあるかもしれません。しかし、それ

らを乗り越えたからこそ、ほかでは得ら

れないことが学べるはずです。では、具

体的に何が学べるのでしょうか。この答

えを知るには、この特集を読んだ皆さん

各自で体験していただくのが一番の早道

です。是非、挑戦してみてください！

戦略マネジメントからみた組織間管理会計佳 作
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